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   フラーレンは炭素60個からなるサッカーボール状の

分子構造を持つ物質であり,グラファイト,ダイヤモンドに

次ぐ第3の炭素同素体といわれる. ラジカルスカベン

ジャーとして強力な抗酸化作用を有し,種々の生物学的

活性が期待できる. 我々はフラーレンが毛成長等にどの

ような影響を与えるか調べるため,ヒト男性頭皮にフ

ラーレン配合トニックを塗布し,その効果を単盲検臨床

試験にて検討した. その結果,コントロールトニック塗布

部位に対してフラーレントニック塗布部位では24週後に

毛成長速度が有意に16％増加することがわかった. フ

ラーレンは活性酸素種から細胞を保護する作用がある

ことから,フラーレンの毛包内のいずれかの細胞への保

護作用を介していたことが推測される. さらに痤瘡や顔

の目立つ毛穴に対する効果とその作用機序についても

調べたので,あわせて紹介したい.
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